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校訓  「たくましく 心ゆたかに 大きくのびよう」 

 

      

６月終わりから７月初めにかけて植えた一人一鉢の花の苗に花が咲き始めま

した。今年はこれまでにないほど暑い，暑い７月でした。みんな汗をたくさん

かいてよくがんばりました。 

 ４月，新しいクラスで新しい気持ちで平成３０年度がスタートしました。そ

れから３か月半の間に，季節は春から夏にすっかり移り変わり，４月にピンクの花

が咲いていたサクラの木は，今は青々とした葉が茂り，蝉が元気に鳴いています。 

 １学期の間，みなさんもずいぶん大きく成長しました。毎朝校門のところに立っていると，４月

の頃に比べて「背が伸びたなあ」と感じます。毎日の授業や行事の中では，友達と関わり合い，学

び合いを重ねるなかで，どんどん賢くなりました。みんなで助け合う運動会などの行事を経験した

ことで，心も体も強くなり，友達を思いやることができるようになったと感じて，嬉しく思います。 

 後ほど，代表のみなさんの発表があります。暑い中ですが，お友達の発表をぜひしっかりと聞い

てほしいです。そして，自分はどんなことをがんばったのかを考え，自分の成長を振り返ってくだ

さい。ただ，「自分がどのくらい成長したのか」は，自分ではなかなか分からないものです。

特に心の成長は，数字で表すことは出来ませんし，鏡に映して見ることも出来ないからで

す。でも，お友達や担任の先生は，みなさんの心の成長をそばで見て，感じてくれていま

す。例えば，「前は怒るとすぐにけんかになったけど，このごろがまんできるようになっ

たな」とか「前はできないとすぐあきらめてしまったけど，最後までねばり強くがんばれ

るようになったな」など，心の成長は姿や行動の変化として表れるものです。友達や先生

に自分ががんばっていることを見つけて認めてもらえると，とても嬉しいですね。１学期

の間，友達の「いいとこさがし」をとおして友達の成長を一緒に喜ぶ「認め合い」ができ

るクラスが多かったことも，私はとても嬉しく思っています。 

 「すてきな乙東っ子になる あ・い・う・え・お」は去年から言っていますので，もう覚えてくれ

ましたね。「あいさつをしよう」「いのちを大切にしよう」「運動大好きになろう」「笑顔で生活

しよう」「思いやりの心をもとう」この「あ・い・う・え・お」のめあては，学校だけでなく，地

域でも家庭の中でも心に留めておいてほしいです。 

さて，今日で１学期が終わり明日から夏休み。今年は，2 学期の始業式まで４４日間という長い

休みになります。この長い休みをどんなふうに過ごそうと思いますか？  

５年生のみなさんは，２３日から２５日まで野外活動があります。１学期の間，がんばって準備

したり練習したりしてきたことを思い切り発揮して，思い出に残る３日間にできるといいですね。 

他の学年の人たちも，早寝早起きをして，暑さに負けず，安全にそして楽しく過ごしてほしいと

思います。そして，普段，学校の中ではできないような体験や学習を計画してぜひ実行してくださ

い。 

２学期の始業式には，元気いっぱい，笑顔いっぱい，思い出いっぱいで会いましょう。 

学校だより 

１学期，よくがんばりました！ 



 

 

 

「１年生になってがんばったこと」１年１組 なかやま けい 

 ぼくが １ねんせいに なって がんばったことは，たいいくの どっじぼうる

です。ぼくは，たいいくの なかで，どっじっぼうるが いちばん すきです。ぼ

うるを なげていて わかったことは，あしを あいてに むけて なげると あて

やすいことです。 

 けいたくんと せいしろうくんが じょうずだから，それを みて わかりまし

た。じぶんでも，じょうずに なったと おもいました。でも，きゃっちするのは，すこし にがてで

す。たくさん きゃっちできるように，いつも ほうかは そとに でて，みんなで どっじぼうるの 

れんしゅうを したいです。もっと つよく なりたいです。 

 

「１学きの思い出」２年１組 金枝 なおと 

 ぼくの１学きのおもい出は，３つあります。 

 一つ目はプールさいごの日にやったプール大会です。とても楽しかったです。

ぼくは，クロールで はんぶんまで およぐ しゅもくに 出ました。一いがとれ

ました。とてもうれしかったです。ほかに，たからさがしもたのしかったです。

３年生でもれんぞくして一いがとりたいです。 

 二つ目は，うんどう会です。ぼくがうんどう会で がんばったことは，ダンス

の「やってみよう」と ときょうそうです。ダンスは，家でたくさん れんしゅうしました。おかあ

さんが，「かっこいいじゃん。」といってくれて，うれしかったです。うんどう会が おわったあと

も たのしくなるので，たくさん おどりました。 

 三つ目は，さんすうの べんきょうです。ぼくは，べんきょうが 大すきですが，中でもさんすう

がとても すきです。ぼくが２年生のさんすうで一ばんたのしかったのは，ひっさんです。でも，ぼ

くは，ひっさんの やりかたは すでに知っていましたが，聞けば聞くほどおもしろくなってきまし

た。なぜかというと，知らなかったことが ほかにも たくさん あったからです。たとえば，くり上

がりの ある たしざんの ひっさんの上に１とかくと，くり上がりをわすれずに けいさんできる 

ことです。ほかにも ひきざんの ひっさんの上に，「ピッポッパッ」をつけると分かりやすいこと

も知りました。二学きも，べんきょうや いろいろな 行じが たのしみです。 

 

「１学期がんばったこと」３年１組 岡田 敦記 

 ぼくが１学期がんばったことは，二つあります。 

 一つ目は，はじめての習字です。ぼくは，はじめて筆を使って書いたときは，

字がきたなくて習字の紙がやぶれたりしました。習字がこんなにむずかしいと

は思いませんでした。だけど，習字の前田先生が，きれいに書くこつを教えて

くれました。そこからだんだん字がきれいになってきて，習字がすきになりま

した。ぼくは，これから字を書く練習をどんどんして，習字の先生にほめられ

たいです。そして，習字で字を書くことに自信をもちたいです。 

 二つ目は，３年生になってはじめての学級委員をしたことです。はじめは，楽しそうだしやって

みようとしか思っていませんでした。ですがぼくは，学級委員とは何だ，どんなそんざいなのかを



知ってから毎日がかわりました。それまでは，じぶんだけがしっかりしていればいいと思っていた

けれど，自分だけではなく，クラスのみんなの気持ちを一つにするために何をすればいいかをかん

がえるようになりました。むずかしくていやになったこともあったけど，楽しいこともあるし，ほ

められてうれしいときもあるのでやってよかったです。 

 これからも，クラスや学校のためになることをしたいです。 

 

「自分たちの力で」 ５年３組 竹内 華漣 

 １学期にがんばったことは総合です。私は野外教育活動の学年レクのリーダ

ーをまかせてもらえることになりました。せっかくまかされたのだから，「きち

んとみんなをまとめて，いいアイディアを出し合おう」と，はりきっていたけ

ど，なかなかうまくできませんでした。 

活動の初日は，あまりいいアイディアが出ず，何もできませんでした。そこ

で，２回目がうまくいくように，おしゃべりしてしまわないような席を考えた

り，何かいいアイディアがないか自分で考えたり，他のクラスのリーダーに相談したりしました。

そのおかげで，２回目の話し合いからは，いろいろと意見を出し合うことができ，みんなで楽しめ

る遊びを決めることができました。そして一番最後の活動では，ルール説明や話す言葉の練習をや

りました。リーダーとして話し合いをまとめるのは大変だったけど，みんなで協力し自分たちで考

えて行動するということができるようになりました。 

私たちは野外教育活動の準備を通して自分たちで考えて行動することの難しさと，できたときの

喜びを知ることができました。野外教育活動の本番では，それぞれが役割をしっかり果たし，自分

たちの力で作り上げたんだと胸を張って言えるような，大成功の野外活動にしたいです。 

 

「あきらめずに挑戦すること」６年１組 東郷 日奈 

私が１学期にがんばったことは，二つあります。 

一つ目は，運動会です。運動会は一人ずつやる競技が少なく，チームで戦う

競技が多いです。例えば学年種目です。私たちの学年は，障害物リレーをやり

ました。この種目はみんなで協力してタスキをつなげないといけません。私は

みんなと一緒にやって失敗し，みんなにめいわくをかけてしまわないか不安で

した。なので，チームで戦う種目がすごくきらいでした。「いやだなあ」「やりたくないなあ」と思

っていたとき，「一緒に練習してみようよ。」と友達が声をかけてくれました。「やりたくないな」と

心で思いながらも練習していく内に，チームでやると自分では考えられないアイデアや，「チーム

でやるとこんなにも楽しいんだ」という気持ちがわいてきました。そして運動会本番。「絶対成功し

てみせる」という気持ちで出場しました。結果は負けでしたが，みんなの心が一つにまとまって，

すごくいい運動会になりました。「チームとともにがんばってよかったな」と思いました。 

二つ目は，がんばり大会です。私は今までがんばり大会に対して「どうでもいい」「合格すればま

あいいや」と思って，全く勉強していませんでした。なので，毎回再テストが待っているのですが，

今年は宿題としてテスト勉強を始めました。やり始めて２時間が経ったころ，「何のためにテスト

勉強をやっているんだろう」と思いました。そこで私は気付きました。やりたくない，そんなこと

どうでもいいと思いながらやってもぜんぜん頭に入りません。ですが１００点を目指してやればや

るほど，今までのことを復習できると気持ちを＋（プラス）に変えてやり始めました。そして，が

んばり大会を終え，どきどきしながらテストを開きました。しっかり勉強した算数は，おしくも一



問まちがえてしまい，９６点でした。とてもくやしい気持ちになりました。今までこんな気持ちに

なったことはありませんでした。そのとき，しっかり勉強することはいいことなんだと思いました。 

私は，一学期をとおして自分が出来ないと思ったこともあきらめずに挑戦することが大切だと学

びました。このことを生かし，２学期の勉強や行事もあきらめずに挑戦していきたいです。 

 （今回４年生の発表はありませんでした。２学期終業式での発表を予定しています。） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

   

 

 

 

  

空手道昇級 ７級 ３年 杉浦 汰星 

第１７回美浜町ミニバスケットボール大会 優勝 パワフルキッズ 

（乙川スポーツクラブ）  ２０１８ＫＩＫＫＯサマーカップ男子大会 敢闘賞 

７ 月 の 表 彰  おめでとうございます！ 

13日の授業後，今年立ち上げた交通少年団の

第１回の活動を行いました。副市長さんや地域

の方々と一緒に，「トライアル」の前で，交通安

全の呼びかけを行いました。 

3 日の大放課，ＰＴＡ読書クラブによる大

型紙芝居「ザリガニのおうさま」の読み聞か

せを楽しみました。紙芝居から次々にザリガ

ニが出てきて，子どもたちは大喜びでした。 

幼小連携の一環で乙川幼稚園の花壇に緑化

委員が花苗を植えに行きました。暑い中でし

たが，年長組の子どもたちが見に来てくれま

した。緑化委員の児童もはりきって苗植えの

作業を行うことができました。なお，平地保育

園にはプランターを届ける予定です。 

読書サポーターのお母さんたちが朝の読書

タイムに 1 年生の各教室で読み聞かせを行い

ました。子どもたちは，目を輝かせて聞いてい

ました。 


